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阿
蘇
中
央
高
校
で
９
月
６
日
、「
高

校
生
と
乳
幼
児
の
ふ
れ
あ
い
体
験
授

業
」が
行
わ
れ
、生
徒
42
人
と
母
子
15

組
、市
更
生
保
護
女
性
の
会
の
メ
ン

バ
ー
が
交
流
し
ま
し
た
。

　
家
庭
科
目『
子
ど
も
の
発
達
と
保

育
』の
一
環
で
、乳
幼
児
と
の
ふ
れ
あ

い
を
通
し
て
、実
際
に
子
育
て
を
し

て
い
る
母
親
か
ら
話
を
聞
き
、子
育

て
へ
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
授
業
で
初
め
て
乳
幼
児
に

触
れ
る
生
徒
た
ち
も
お
り
、抱
っ
こ

し
た
り
あ
や
し
た
り
し
て
、思
わ
ず

「
か
わ
い
い
」と
生
徒
た
ち
。母
親
ら

の
実
体
験
を
聞
き
な
が
ら
、ふ
れ
あ

い
を
通
し
て
子
育
て
の
楽
し
さ
、大

変
さ
を
肌
で
実
感
し
ま
し
た
。

乳幼児とのふれあいに笑顔
阿蘇中央高校で体験授業

赤ちゃんを抱っこして話を聞く生徒

わだい

　
阿
蘇
ヒ
ュ
ー
マ
ン
21
文
化
祭
が
８

月
27
日
、地
域
住
民
な
ど
約
３
５
０

名
が
参
加
し
、旧
役
犬
原
小
学
校
体

育
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、地
域
交
流
の
促
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開

か
れ
て
い
る
も
の
で
、こ
と
し
は
、熊

本
地
震
か
ら
の
復
興
に
つ
な
げ
る
こ

と
も
新
た
な
目
的
と
し
て
開
催
。日

本
舞
踊
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、習
字
の
作
品

や
人
権
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
た

人
権
啓
発
パ
ネ
ル
な
ど
の
展
示
も
あ

り
ま
し
た
。

　
毎
年
、地
域
交
流
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

人権意識の向上を目指して
阿蘇ヒューマン 21文化祭

わだい

ステージイベントの様子

　
阿
蘇
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ（
笹
原

俊
和
会
長
）が
８
月
19
日
、大
分
か
ら

熊
本
を
横
断
す
る「
参
勤
交
代
九
州

横
断
徒
歩
の
旅
」の
参
加
者
１
８
８

人
に
か
き
氷
な
ど
を
振
る
舞
い
激
励

し
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
数
年
前
か
ら
こ
の
イ

ベ
ン
ト
に
協
力
し
て
お
り
、昨
年
に

引
き
続
き
子
ど
も
た
ち
を
直
接
激
励

し
よ
う
と
、か
き
氷
の
ほ
か
手
ぬ
ぐ

い
や
飴
を
配
り
、参
加
者
の
疲
れ
を

癒
し
ま
し
た
。４
回
目
の
参
加
と
な

る
山
田
小
学
校
の
児
童
は「
こ
れ
ま

で
き
つ
か
っ
た
け
ど
、み
ん
な
の
応

援
や
協
力
で
こ
こ
ま
で
歩
く
こ
と
が

で
き
た
。ゴ
ー
ル
目
指
し
て
頑
張
り

ま
す
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

九州横断徒歩の旅を応援
阿蘇ロータリークラブが振る舞い

かき氷を振る舞う会員の皆さん

わだい



9 広報あそ 2016.10

まちの話題 CityTopics

　
旭
化
成
陸
上
部
が
阿
蘇
市
で
合
宿

を
行
い
、佐
藤
市
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。

　
訪
れ
た
の
は
、西
雅
幸
監
督
と
リ

オ
五
輪
男
子
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
た

佐
々
木
悟
選
手
、同
５
０
０
０
㍍
と

１
万
㍍
に
出
場
し
た
村
山
紘
太
選
手

の
３
人
で
、大
会
結
果
を
佐
藤
市
長

に
報
告
し
ま
し
た
。

　

同
陸
上
部
は
26
年
近
く
阿
蘇
市

で
毎
年
合
宿
を
行
っ
て
お
り
、今
回

も
９
月
７
日
か
ら
16
日
ま
で
合
宿
。

佐
々
木
選
手
は「
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
コ
ー
ス（
山
田
地
区
）は
良
い
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
な
る
の
で
、練
習
に
取

り
入
れ
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

リオ五輪出場選手が表敬訪問
旭化成陸上部が阿蘇市で合宿

佐藤市長にリオ五輪の結果を報告する選手たち。「皆
さんに阿蘇市内を走っていただくことが市の元気につ
ながります」と市長 ( 写真右から、西監督、佐々木選
手、村山選手）

わだい

第 27回全九州テコンドー選手権大会
（8.21 ／福岡県）

　一般女子 46kg 級 [ 優勝 ]
　西村真利愛（韓国チョソン大学 1年／一の宮中出身）
　中学男子 59kg 以上級 [優勝 ]　住 大翔（阿蘇中学校３年）

　中学男子 48kg 級 [ 第 3位 ]　住 日向（一の宮中学校 1年）

　小学6年男子重量級[第3位 ]　井島健汰（宮地小学校6年）

●テコンドー (結果 )

●吹奏楽

九州・全国大会出場選手紹介（結果）

（敬称略）

第 10回全日本学生テコンドー選手権大会
（9.4 ／岐阜県）

　[優勝 ]　西村真利愛（韓国チョソン大学 1年／一の宮中出身）

第 64回全日本吹奏楽コンクール
（10.23 ／愛知県）

　青栁美紅（玉名女子高校 3年／一の宮中出身）

●農業（阿蘇中央高校）
第 67回日本学校農業クラブ全国大会

（10.25 ～ 27 ／大阪府）

　山本海登（一の宮中出身）　　岩永和也（阿蘇中出身）

　廣瀬華咲音（一の宮中出身）　秋吉 楓（桜木中出身）

コミュニティ助成事業で
地域活動備品を整備

　地域社会の健全な発展を図ることを
目的とした宝くじの助成金により、「今
町区」が地域活動時に不足していた祭
用袢天、祭用道具、電気製品等を公民館
に整備しました。
　このコミュニティ助成事業は、社会
貢献広報事業費を財源として一般財団
法人自治総合センターが助成を行うも
のです。
　地域活動備品の整備を行ったことに
より、同地区では
コミュニティ活
動が一層活発に
なるものと期待
されます。



塗装・防水工事・メンテナンス

株式会社

〒869-2302

熊本県阿蘇市三久保448番地22

web    http;//www.aso-inoue.com/

E-mail info@aso-inoue.com

塗装内容

（屋根・壁・破風板・軒天・デッキ・塀・他）

防水内容

（雨漏れ調査・屋上・ベランダ・コーキング・他）

102016.10 広報あそ 

まちの話題
CityTopics

「まちの話題」の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

広
告

　
結
婚
50
年
を
祝
う
第
58
回
熊
日
金

婚
夫
婦
表
彰
及
び
阿
蘇
市
金
婚
式
が

９
月
６
日
、市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
41
年
に
結
婚
し
た
57
組
の

方
々
が
金
婚
を
迎
え
、式
で
は
佐
藤

市
長
が
一
組
ず
つ
表
彰
状
を
手
渡

し
、永
年
に
わ
た
り
家
族
と
地
域
を

支
え
て
こ
ら
れ
た
ご
夫
婦
に
敬
意
を

表
し
ま
し
た
。

　
昭
和
41
年
は
、日
本
の
総
人
口
が

１
億
人
を
突
破
し
た
年
で
、祝
日
法

改
正
に
よ
り
、建
国
記
念
の
日
、敬
老

の
日
、体
育
の
日
な
ど
が
制
定
さ
れ

た
の
も
こ
の
年
で
す
。文
化
面
で
は

ビ
ー
ト
ル
ズ
が
来
日
し
、日
本
中
が

熱
狂
し
ま
し
た
。

50 年の夫婦の絆祝福
阿蘇市内で 57組が金婚表彰

金婚夫婦に表彰状を手渡す佐藤市長

氏名 行政区 氏名 行政区 氏名 行政区
巳年後修治・須美子 (町 2 区) 井野輝雄・良　子 (荻 の 草) 藏原正隆・アイ子 (蔵 原)
上田次人・美枝子 (東 3 区) 湯浅陸雄・惠美子 (内牧 1 区) 市原保男・昭　子 (東 黒 川)
後藤孝一・民　子 (西 1 区) 森　一臣・美千代 (内牧 2 区) 藏本淳郎・照　美 (東 黒 川)
光山宗久・富由子 (西 1 区) 竹嶋克己・タミ子 (内牧 2 区) 入江芳博・瞭　子 (坊 中)
田上睦雄・フサ子 (西 1 区) 山内博昭・美佐子 (成 川) 平田　博・由　子 (南 黒 川)
松本春昌・昭　代 (古神 1 区) 吉良公紀・久　子 (小 里) 中嶋哲博・洋　子 (北 黒 川)
山村　浩・ヒサ子 (古神 1 区) 近藤俊幸・トモ子 (小 里) 嶋村征司・ヨリ子 (北 黒 川)
辛川利雄・京　子 (古神 2 区) 　岡徹哉・サヨ子 (湯 浦) 山下孝太郎・ふ　き (下西黒川)
竹原宗二・直　子 (分 1 区) 湯浅誠士・ヤスコ (湯 浦) 橋本　勲・惠　美 (永 草)
後藤義宣・八須子 (塩 塚) 髙宮光明・洋　子 (西 湯 浦) 下村芳男・スエ子 (永 草)
古木幸人・ミワ子 (古 閑) 森本忠義・トメ子 (浜 川) 中村正司・哲　子 (永 草)
福本宗史・展　子 (下 町) 井野俊洋・和　子 (鷲 の 石) 島川逸氣・ミツ子 (赤 水)
宮﨑昭光・光　子 (福 原) 宮田　洋・タツ子 (小 池) 江入鐵雄・美榮子 (跡 ヶ 瀬)
坂梨幸助・和　子 (古城 1 区) 橋本英旺・修　子 (黒 流 町) 山本洋一・順　子 (的 石)
白石元興・妙　子 (古城5の1区) 嶋田昭二・美和子 (黒 流 町) 釣井民一・ムツミ (赤 仁 田)
甲斐末喜・アイ子 (下 井 手) 森　健治・文　子 (下役犬原) 工藤一雄・ケサ代 (赤 仁 田)
本田廣喜・和　子 (西 井 手) 森　廣太・ト　ミ (下役犬原) 宮原敏秀・千　年 (中 江)
栗明良一・絹　代 (上西河原) 山本重敏・悦　子 (西 町) 大塚國勝・弘　子 (滝 水)
宮本悦雄・なつ子 (下西河原) 小野春喜・冨代子 ( 蔵 原) （行政区順、敬称略）

表 彰

WebTV アソ
動 画
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駐
福
岡
大
韓
民
国
総
領
事
杯
九
州

オ
ー
プ
ン
テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
大
会

が
９
月
11
日
、阿
蘇
体
育
館
で
開
か

れ
、九
州
各
県
な
ど
か
ら
約
１
３
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
テ
コ
ン
ド
ー
競
技
を
通
じ
た
韓
国

と
九
州
間
の
友
好
増
進
な
ど
を
目
的

に
同
領
事
館
が
主
催
、熊
本
県
テ
コ

ン
ド
ー
協
会
主
管
に
よ
り
初
め
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、今
大
会
は
熊
本
地
震
復
興

支
援
大
会
と
位
置
付
け
ら
れ
、開
会

式
で
朴パ

ク
ジ
ン
ウ
ン

鎭
雄
総
領
事
は「
こ
の
大
会

を
通
じ
て
復
興
に
貢
献
で
き
れ
ば
」

と
あ
い
さ
つ
。大
会
で
は
、幼
児
か
ら

一
般
の
参
加
者
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

テコンドー通じて２国間友好
韓国総領事館の大会が阿蘇市で開催

白熱した試合の様子

わだい
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阿
蘇
ひ
か
り
幼
稚
園
の
年
長
児
11

名
が
９
月
８
日
、中
通
の
ブ
ド
ウ
園

で
ブ
ド
ウ
狩
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
元
で
ブ
ド
ウ
園
を
営
む
石
田
武

さ
ん（
上
西
河
原
）が
、収
穫
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
昨
年
に
続
き
、地

元
の
子
ど
も
た
ち
を
招
待
し
た
も
の

で
、子
ど
も
た
ち
は
、大
き
く
実
っ
た

巨
峰
を
、一
つ
一
つ
丁
寧
に
摘
み
取

り
ま
し
た
。

　
石
田
さ
ん
は「
楽
し
ん
で
も
ら
え

て
よ
か
っ
た
。ま
た
来
年
も
来
て
く

だ
さ
い
」と
、笑
顔
で
収
穫
を
楽
し
む

園
児
に
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

　
５
日
は
、古
城
保
育
園
の
園
児
も

収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。

美味しいブドウありがとう
阿蘇ひかり幼稚園の園児が収穫体験

石田さん（右）からブドウを受け取る園児

わだい

　
阿
蘇
地
区
交
通
安
全
協
会（
岩
下

哲
三
会
長
）が
、９
月
に
行
わ
れ
た
秋

の
交
通
安
全
運
動
に
併
せ
、看
板
設

置
や
各
学
校
へ
啓
発
グ
ッ
ズ
を
寄
贈

す
る
な
ど
し
て
啓
発
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　
一
の
宮
中
学
校
で
は
、生
徒
に
反

射
シ
ー
ル
や
反
射
タ
ス
キ
、交
通
腕

章
な
ど
を
寄
贈
。贈
呈
式
で
岩
下
会

長
が「
自
分
の
命
を
守
る
行
動
を
取

っ
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
校
舎
正
門
横
に
縦

３
５
０
㌢
、横
75
㌢
の
懸
垂
幕
を
設

置
。生
徒
た
ち
は
、自
ら
考
え
た『
安

全
は
一
人
一
人
の
心
掛
け
』の
標
語

に
、交
通
安
全
へ
の
思
い
を
込
め
ま

し
た
。

生徒の無事故を祈って
交通安全運動に合わせ交通安全グッズ寄贈

交通安全グッズを手渡す岩下会長（左）

わだい

WebTV アソ
動 画


